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平成２4年度湘南工科大学同窓会定期総会報告

平成２3年度会計報告・平成２4年度予算（案）

母校の近況
気軽に参加できるオープンキャンパス

卒業生の活躍
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平成25年度 湘南工科大学同窓会定期総会開催のお知らせ
■ 日　時 ： 平成２4年１１月２4日（土）１１時から
■ 場　所 ： 糸山英太郎記念教育研究総合センター（A207教室）
■ 議　題 ： 平成２4年度会計報告、平成２5年度予算、事業計画など
総会終了後、カフェレストランシーサイド（大学敷地内）で懇親会を予定しております。是非ご参加下さい。

クラス会やＯＢ会がありましたら、記事を掲載しますので、
同窓会事務局へご一報ください。
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■  編  集  後  記



大学の発展を願いながら
湘南工科大学同窓会 前会長　平綿 勝彦

　会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。
　同窓会は昭和４２年に設立され、今年は「４５周年」という節目の年になりま
す。会員数も22,000人を超える会となりました。
　私は、平成１１年に同窓会長に選任され、本年まで大過なく、会長としての責務
を果たすことができました。これは一重に会員の皆様、役員の皆様、理事長、学長
をはじめとする大学当局の皆様、その他多数の方々の絶大なるご支援ご協力に
支えられた結果であり、心より厚く御礼申し上げます。
　さて、母校では依然として受験生は減少傾向にあり、学生の就職に関しても政

治をはじめとする社会情勢の変動、国際環境の変化する中にあって非常に、厳しい状況が続いています。
また、母校に限らず、日本の社会全体が考え直さなければならない状況になっていることと思います。こ
の状況下で、湘南工科大学はどう対応すべきか、同窓会は何をすべきか、真価が問われているのは今で
す。大学と同窓会が協力し、対応すれば、自ずと道は開けていく事でしょう。
　会員の皆様、今年度より新しく選任された会長、副会長はじめ役員の皆様と一緒に大学と同窓会に対し
て更なるご協力を賜りたくお願い申し上げます。
　激動の時代、同窓会会員の皆様のますますのご活躍をお祈りし、退任のご挨拶といたします。

大学の発展を願いながら

新生湘南工科大同窓会にご協力を
湘南工科大学同窓会 会長　池田 英治

　卒業生の皆様におかれましては、社会に船出され様々な分野でご活躍のこと
と拝察いたします。
　私は、昨年度の定期総会にて承認され、会長に就任いたしました。
　長年、副会長として活動してまいりましたが、昨年、平綿会長や、新井副会長、
前田副会長が勇退され、実際に会長職に就いてみますと、多くの業務をこなされ
ていたのだと痛感いたしております。
　まずは、勇退されました前会長･副会長を含めた理事のかたがたに「長い間ご
尽力いただきありがとうございました。」と敬意を表したいと存じます。

　また、今後もご教授くださいますようお力添えをお願いいたします。
　昨年、私の会長就任と同時に、若い方々にも理事に就任頂きました。約一年の理事会を進める中で、役
割分担が決まってきたと思いますので今後は、今までの活動にとらわれない新しい同窓会の流れを作っ
ていただきたいと考えております。もちろん、今までの流れや、伝統などを、前期から引き続きご尽力いた
だく理事の方々にお教えいただき、議論し、決定していきます。
　しかし、世の中が目まぐるしく変化していく昨今で古い考え方に固執していくわけにもいきません。新たな理
事の方々のみならず、若い皆さんのネットワークや力をお借りし在校生を応援していきたいと考えております。
　是非、卒業生の皆様におかれましても、同窓会活動にご参加いただき、ご協力くださいますようお願い
申し上げます。

新生湘南工科大同窓会にご協力を
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平成24年度 定期総会議事録
日　時：平成23年11月20日（日）　11：00～12：00
会　場：糸山英太郎記念教育研究総合センター　A-207教室
【1】開会の辞：池田　勇
【2】会長挨拶：平綿勝彦
【3】議長団選出：議長　高明正治
 書記　八名純三、大坂聡（敬称略）
【4】議事
1．報告事項
（1）湘南工科大学評議員報告
　池田副会長から、湘南工科大学評議員会の報告がなされた。
　入学者定員の確保は厳しい状況にあるので、来年度についても定
員を確保するため教職員一丸となって努力している状況である。
　また就職についても、前年度と比較しても状況は厳しいので、OB
に対して、後輩を雇用しても良いという会社があれば声を掛けてほ
しいとの要望があった。

（2）平成23年度事業報告
　平綿会長から、別紙資料「理事会議事録、評議員会議事録」に基づ
いて報告がなされた。
　①理事会･評議員会の開催について
　　ⅰ）  平成23年度　第1回理事会（平成23年1月22日開催）
 ・JR 鎌倉駅前の広告については平成 23 年 4 月 1 日～ 9

月 30 日まで継続、小田急線車内広告については平成 23
年4月～平成24年3月までの継続が承認された。

 ・平成 23 年度事業計画については審議の結果、結論が得ら
れず、継続審議することが承認された。

 ・役員改選について意見を徴収し、検討していくことが承認さ
れた。

　　ⅱ）  平成23年度　第2回理事会（平成23年4月30日開催）
 ・会費納入状況について回収率が悪いと報告があった。
　　　　大学側へ確認したところ会費納入依頼方法について話しは

しているが確定的な発言はないとの回答を得たと前田副会
長より報告があったため、新井、池田の両副会長が会費納入
依頼方法について大学側と話し合うことが承認された。

 ・会報発行について前回同様の方法で作成し、ホームページ
で掲載することが承認された。

 ・役員改選について各理事より意見を事務局に提出し、選考委
員会が案を作成し、評議員会で検討することが承認された。

 ・同窓会の活性化、大学との関係、学生支援、大学支援をどう
するかを改めて考え直さなければならない。この件について
は全会一致した意見であるため、今後に向けて更に検討を
継続する。

　　ⅲ）  平成 23 年度　第 1回評議員会（平成 23 年 5月21日
開催）

 ・役員改選について理事の意見が報告され、各評議員の意見
を事務局に連絡する。

　　ⅳ）  平成23年度　第3回理事会（平成23年7月23日開催）
 ・会報発行について 10 月中旬にホームページに掲載するこ

とが報告され、卒業生の寄稿について候補者推薦の依頼が
なされた。

 ・新入生同窓会費入会金状況については前年度と比較して増
加していると報告がなされた。

 ・後援会との情報交換会が 8 月 6 日 18 時から開催すると
報告された。

 ・役員改選について自薦他薦の募集をホームページで掲載す
ることが提案され、承認された。

 ・大学支援活動について会費納入状況が悪いため、予算に合
わせて支援活動の内容を精査することとし、継続して検討す
ることが承認された。

 ・地区別懇談会の講師派遣については本年度の講師依頼が
ないため、派遣しないことが承認された。

　　ⅴ）  平成23年度　第2回評議員会（平成23年10月23日開催）
 ・後援会との情報交換会を12月3日 18 時から開催すると

報告がなされた。

 ・平成23年度会計報告（決算）について学生への援助として
約 70 万円および本日以降の会議費等の支出があることを
含めて、会計報告が了承された。

 ・平成24年度同窓会定期総会が平成23年11月20日（日）
　　　　糸山英太郎記念教育研究総合センター A-207 教室にて

11時から開催されることが報告された。
 ・大学側が同窓会費の代理徴収を行う。今後は両者の担当者

が話し合うことが報告された。大学支援活動については継続
審議することとした。

 ・役員改選について、平綿会長より再度候補者推薦のお願い
があった。

　　ⅵ）  平成 23 年度　第 4 回理事会（平成 23 年 10 月 29 日
開催）

 ・学生自治会からテント 5 張の要望があり、平成 23 年度の
予算での処理し、また松稜祭実行委員会から景品 20 万円
の要望は平成24年度予算に計上することが報告された。

 ・平成24年度同窓会定期総会において、役員は10時に参
集が依頼された。

　②会報発行について
　　平綿会長よりホームページに掲載したと報告がなされた。
　③助成･援助について
　　平綿会長より助成、援助については、次の議事にある会計報告で
説明することの報告あった。

（3）平成23年度会計報告
　前田副会長より別紙資料「平成23年度会計報告」に基づき、報告が
された。

（4）平成23年度会計監査報告
　三富監事より別紙資料「平成23年度会計報告」に基づき、適正なる
ことを認めると報告がされた。

2．協議事項
（1）平成24年度事業計画案について
　①会報発行について（第36号）
　　平成 23 年度と同様の方法で作成し、ホームページで掲載するこ
とで検討していく。

　②助成･援助について
　　平綿会長より予算案で協議すると説明された。
　③その他
　　なし

（2）平成24年度予算（案）
　前田副会長より別紙資料「平成24年度予算（案）」に基づき、説明
がなされ、協議の結果、承認された。

（3）役員改選について
　平綿会長より別紙資料「湘南工科大学同窓会役員改選について」で
提案があり、原案どおり承認された。

（4）その他
　新旧の会長挨拶及び新役員の紹介がされた。

【5】議長団解任
【6】閉会の辞：池田　勇　

　①平成24年度　湘南工科大学同窓会 定期総会次第
　②平成23年度　第1回理事会議事録
　③平成23年度　第2回理事会議事録
　④平成23年度　第3回理事会議事録
　⑤平成23年度　第4回理事会議事録
　⑥平成23年度　第1回評議員会議事録
　⑦平成23年度　第2回評議員会議事録
　⑧平成23年度　会計報告
　⑨平成24年度　予算（案）
　⑩役員改選について
　⑪同窓会規約

● 配布資料
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母校の近況
気軽に参加できるオープンキャンパス

平成２3年度 会計報告 平成２4年度 予算（案）
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入試日程

優遇制度の内容 （授業料の優遇は、入学から4ヵ年に限ります。）

卒業生子女等の入学金・授業料の減免制度について

大学卒業生の子女
大学卒業生の兄弟姉妹
大学在校生の兄弟姉妹
附属高校卒業の推薦入学者
附属高校卒業の一般入学者

100,000円を
減額

100,000円を
減額

通常入学金
200,000円

通常年間授業料
1,030,000円対　象　者

※願書受付はAO内定者のみ
※スポーツエントリーはAO入試のエントリーは1～6期、
　ジュニアマイスターAO入試のエントリーは1～3期の期間です。

推薦入試 一般入試

大学入試センター試験利用入試

（スポーツAO、ジュニアマイスターAOを含む）AO入試 

　湘南工科大学には、卒業生子女ならび
に卒業生や在学生の兄弟姉妹、附属高校
からの推薦・一般入学者を対象に、入学金
と授業料の減免制度があります。
　該当する学生の入学が許可された後、
学費負担者から申請があった場合に適用
されます。

気軽に参加できるオープンキャンパス

母校母校母校の近況母校母校の近況近況母校の近況

本学のオープンキャンパスは年に５度ほど開催され、各学科の特徴が紹介されるイベントや、「ＡＯ・推薦入試」

のポイントや選抜方法を説明するガイダンスなど本学に興味のある方に満足いただけるようなプログラムが

用意されています。

最近では、ご家族で参加され大学生活を確認されていく姿が多く見られます。

また、来場者にはオリジナルグッズもプレゼントされます。

詳しくは大学のＨＰに記載されておりますので、昔を思い出し、受験を控えたお子様と一緒に今の湘南工科

大学を見学されてはいかがでしょうか？

下記にお知らせしていますが、卒業生子女の優遇制度もございます。

気軽に参加できるオープンキャンパス気軽に参加できるオープンキャンパス気軽に参加できるオープンキャンパス

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

一般公募指定校 10/15（月）～
10/29（月）

11/3
（土曜日・祝日）

11/6
（火曜日）

試験種別 エントリー期間 願書受付期間 試験日 合格発表日

1期 8/1（水）～ 8/10（金）

10/15（月）～10/30（火） 11/3（祝日） 11/6（火）2期 8/30（木）～ 9/10（月）

3 期 9/24（月）～10/5（金）

4 期 11/12（月）～11/26（月） 11/29（木）～12/12（水） 12/16（日）12/18（火）

5 期 1/21（月）～1/31（木） 2/6（水）～2/18（月） 2/22（金）2/26（火）

6 期 2/12（火）～2/22（金） 2/21（木）～3/8（金） 3/12（火） 3/14（木）

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

前期
A日程 1/7（月）～1/22（火） 1/27（日） 1/30（水）

B日程 1/7（月）～1/29（火） 2/2（土）・2/3（日） 2 / 6（水）

中期 2/7（木）～2/18（月） 2/22（金） 2/26（火）

後期 2/21（木）～3/8（金） 3/12（火） 3/14（木）

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

前期 1/7（月）～1/29（火）
本学試験は
ありません

2 /6（水）

中期 2/7（木）～2/18（月 2） 本学試験は
ありません /26（火）

後期 2/21（木）～3/8（金 3） /14（木）
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　平成24年度湘南工科大学同窓会定期総会におきまして、新役員として承認されました20名の理事で理事会
を進行しております。今回は新任の理事の方に今後の抱負をお伺いいたしました。
　あわせて、役員名簿を掲載いたしますので、お知り合いの役員様を見つけられた方や、同期の皆様は是非お力添えを
いただけますようお願いいたします。

平成24年度 湘南工科大学同窓会 役員名簿

役　職 氏　名 勤務先期
会　長

副会長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

9

10

13

17

10

11

15

18

19

20

21

21

24

池田　英治

宍倉　光夫

深井　和也

神尾　泰光

山ノ井克行

池田　　勇

秋澤　定利

山本　広治

水島　崇裕

鈴木　達男

有坂　知則

加藤　誠司

大塚　純一

（株）大栄製作所

栄眞学園 高等部

（株）興陽開発

（有）神尾酒店

（株）啓愛社

湘南工科大学 電気電子工学科

共英産業（株）

湘南工科大学

アルバックテクノ（株）

旭テック

（株）有坂弁栓工業

（株）吉岡精工

東芝ITコントロールシステム（株）

役　職 氏　名 勤務先期
理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

顧　問

顧　問

顧　問

25

28

32

35

35

43

44

11

29

2

3

4

土肥　義和

大森　正記

滝澤　　雅

高橋　泰久

泉　　寛之

坪田　亮介

佐藤　洋輝

木村　広幸

三富　久永

平綿　勝彦

新井　和吉

前田　満芳

湘南工科大学

（株）大森製作所

日本通信紙（株）

（株）ワット・コンサルティング

神奈川県立神奈川工業高校

高田工業（株）

（株）大栄製作所

湘南工科大学

（株）大栄製作所

酒井電設工業（株）

「はじめまして、１７期機械科卒の神尾泰光です。早いもので、大学を卒業して３０年が過ぎました。現在はサラ
リーマン生活も卒業して、家業の業務用酒販店を継いでおります。この度、同窓会副会長を仰せつかり身の引き
締まる思いですが、卒業生を代表して頑張っていこうと考えています。お時間がありましたら皆さんも是非「松稜
祭」にお出掛けください。懐かしい顔に逢えるかも知れませんよ？」

同窓会副会長　神尾 泰光

新役員の紹介新役員の紹介

神
尾 

副
会
長

池
田 

会
長

鈴
木 

理
事

木
村 

監
事

水
島 

理
事

山
ノ
井 

理
事

土
肥 

理
事

佐
藤 

理
事

加
藤 

理
事

大
森 

理
事

◀H24.7.28 理事会参加者
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大会参戦の作業ピットにて

 　

私は、機械工学を卒業し、印刷物の営業の道を選びました。早いもので１５年続いています。
入社後すぐは、機械工学を卒業して営業？とよく聞かれました。自分では意識をしませんで

したが、確かに当時を考えると理系卒で営業の仕事に就くのは稀だったのかもしれません。
現在の仕事の内容は、前例が少ないものが多く、お客様の社内の印刷物に関するソリュー

ション、複数の素材を扱い問題解決の方法を提案する内容が主になっています。
取り扱う素材が「紙」に変わっただけで、同じように「物づくり」の考え方が必要な商品を

扱っているのかな？と考えています。また、私の受注する商品は、仕様が複雑で、短納期のものが多く、工場に無
理を頼みますが、何とかといおう。これも今考えると、大学で知り合った仲間との付き合いで培った人間性に救
われていると思っています。
営業の成績としてはトップとまではいきませんが新しい物件を受注し会社に貢献でき、いろいろなお客様と出

会えることがきる「営業」という仕事にやりがいを感じています。就職活動をしている皆さんも職種を限定せず
選んでみても意外とやりがいのある仕事に出会えるかもしれません。

卒業生の活躍

　私が本学に着任してから今年で6年が過ぎま
した。着任当時は機械デザイン工学科ということ
で、設計に強い学生の輩出を学科ポリシーとし
てやってきました。現在ではコンピュータデザイン
学科に名称は変われども、私の教育に対する基
本的なポリシーに変わりはありません。研究室に
おける一つのテーマに「小型フォーミュラ車両の
開発」を掲げております。専門は熱流体工学で
すが、今では総合工学を目指しております。自動
車技術会が主催するものづくりコンペティション
「学生フォーミュラ大会」への参戦プロジェクトを
大学･学科からの応援で進めており、フォーミュラ
タイプの小型車両を自分たちのコンセプトで設

計･製作しております。エンジンをはじめ、製作に
必要な多くの部品や技術をスポンサー企業から
支援を賜り、車両を開発していくスタイルです。こ
こで学ぶ設計･製作の知識や組織運営は、社会
に出てからの実践力になるはずという強い信念
で指導しております。今後とも皆様からの暖かい
ご支援を賜ることができれば幸甚に存じます。

研究室便り
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営業にも役立つ
物づくりの思想

コンピュータデザイン学科

佐藤　博之　准教授

1997年3月卒業　機械工学科
滝澤　雅
日本通信紙株式会社
http://www.e-ntk.co.jp/

当社の印刷物です
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　平成24年度同窓会定期総会にて新任理事として選任された1987年機械科江口之治研究室卒の
加藤誠司と申します。
　私は今まで「同窓会」という組織がどのような活動をしているのか知りませんでした。身近に体感でき
ることと言えば毎年送付されてくる「同窓会だより」のみです。きっとこの文章を読んでいただいている同
窓生の方々の多くは同じ想いではないでしょうか。そんな私が卒業以来意識することのかなった大学との
接点を持つようになったのは数年前からです。そのきっかけは後輩の採用活動でした。社会人経験を重ね
ることより、学生の採用活動やOBとして現役生に対して技術者の仕事とはどういうものなのか等、先生
方や現役学生と話をする機会を与えていただきました。このような接点ができ、学校に足を運ぶ回数が増
えてきた時にふと「同窓会だよりの表紙にいつも同窓会定期総会開催と書いてあるよなぁ。何をやってる
のだろう？」と頭に浮かび、不安もありながら松稜祭見学 （私はフォークソング部に在籍していました） も
兼ねて総会への初参加を試みてみました。正直、この時に採択された前年度実績や翌年度の予算計画に
ついてはほとんど内容が理解でないまま時間が経過し、総会は閉会しました。最初はこんな調子でしたが
これをきっかけに数年前から意識的に総会参加を続けて行くと序々に議論の内容が理解できるようになる
と共に、総会に参加している先輩後輩方との公私に渡る情報交換という接点が生まれました。
　理事選任からやっと1年が経過したところです。まだまだ同窓会活動にどのように参画して結果を出し
たらよいのかわからない自分がいます。今夏、江口研卒の同期メンバーと久しぶりに会う機会がありました。
卒業してから25年が経過し、卒業生として何か大学や現役生の役に立ちたいという想いはそれぞれ持っ
ていると感じました。ただその方法がわからないだけであると。小さな接点ですがこのような卒業生の想
いのつなぎ役として活動したいと考えています。まずは松稜祭や総会というオープンな場所からの同窓
生みなさんからの参画をお待ちしています。
　同窓会理事参画にあたり推していただいた前会長である平綿先生、新任の私をいつもサポートいただ
いている池田会長はじめ理事のみなさま方、今後ともよろしくお願いいたします。

今年より、新たに理事に参画させていただき、会報の編集も任命いただきました。なるべく多くの卒業生の方の

情報を、発信していきたいと考えております。景気の先行きが見えない近頃ですが、在校生の未来を支えるべ

く、情報共有の場として有意義に共有していただきたいと思っております。ご協力をお願いいたします。

滝 澤　雅

クラス会やＯＢ会がありましたら、記事を掲載しますので、クラス会やＯＢ会がありましたら、記事を掲載しますので、
同窓会事務局へご一報ください。同窓会事務局へご一報ください。
クラス会やＯＢ会がありましたら、記事を掲載しますので、
同窓会事務局へご一報ください。

■  ■  編  集  後  記編  集  後  記編  集  後  記

機械21期 同窓会理事　加藤　誠司

新任理事として同窓会活動に参画して･･･
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